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国語科における表現能力の向上を目指した指導
の工夫
ー グ、ループ活動を中心に し て -
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人が 自 分の考えを他者に伝えた り ， 他者の意見を聞いて 自 分の考え を深めた り する こ と
は生き てい く 中で求め られる力の一つで、あるO では， これか ら社会に出て行 く 生徒が 自 分
の考えを表現でき る よ う になる ためには どの よ う な手立てを し， どの よ う な学習が必要で
あ ろ う か。 本研究では教職専門実習 H で、の グループ活動を用いた授業を通 して， 自 分の考
え を明確に表現する ための授業構成お よび学習指導の在 り 方について考え， その効果につ
いて検討してし 、 く 。
[キーワー ド] グループ活動 協同学習 考えの明確化 学習訊喧表現能力
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
こ れま で高校での講師経験か ら 生徒の考え を
引 き 出 し， 表現 さ せ る こ と の難 し さ を感 じて き た。
生徒の考えに広が り や深ま り がみられず， 言語化
ま で至 ら ない様子 も 見受け られた。
言語に よ る 表現能力 の向上は社会生活で 自 己
の立場を明確に し， 自 分の意思を主張でき る 人間
に な る上で必要な こ と である。 鶴岡清司 (2008)
はPISA2003 年調査での無回答の例を挙げ， I論
理的に考える力が不十分であ る と いわ ざ る を得な
い」 と し， 日 本の現状を 「大学 ・ 高校入試 と も 関
わ っ て， 子 ども た ち の中 に早 く 正解を見つけたい，
早 く 答え を知 り たい と し づ 意識が強すぎるJ と 指
摘 して い る。 自 分で考え る こ と をせずに， 決め ら
れた答え， 正解を暗記する だけの学習は読解力の
低下だけではな く ， 自 分の考えを表現する力の育
成 に も 大 き く 影響する。 そこで鶴田 は I�答えを見
つ け出すこ と 』 か ら 『考え さ せる こ と 』 に シフ ト
してい く 必要があ る 」 と してい る。
では， 生徒一人一人が考え， その考 え を深め，
自 信を持っ て表現する ためには どの よ う な授業構
成が良いか。 佐藤(2008)は 「私た ちは他者 と の協
同 を と お して， 多様な考え と 出会い， 対象 (耕寸)
と の新たな出会い と 対話 を実現 して 自 ら の思考を
生みだ し吟味する こ と ができ る。 」 と している。 私
自 身の体験 と して司書教諭講習 を受けた際， グノレ
ープご と のブック ト ーク作 り を通 して， 新 しいア
イ ディ アや発想の発見， 一人の発表では得 られな
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い達成惑や 自 信を得た。 そ こ で， グノレーフoで、の学
習 目 的 と 活動内容を明確 に し， 様々 な考えを交流
させる こ と で 自 分の考えを表現する こ と に想定以
上の深ま り があ る のではなし 1か と 感 じた。
(2) 研究の 目 的
生徒が 自 分の考えを深め， 明確に表現するため
に どの よ う な指導の工夫ができ る のかグループ。活
動での学びあいを通 して手立て を考え る。
(3) 研究の方法
教職専門実習 H よ り ， 高校での授業実践を行い，
生徒の様子， 学習プ リ ン ト の記入状況， 授業後に
行っ た生徒のア ンケー ト 調査を も と に検証する。
2 先行研究の検討
(1) 協同学習
ジ ョ ン ソ ン， D .W/ジ ョ ン ソ ン，R.T./ホ ルベ ッ
ク，E止 (2010) は 「協同学習 は， 生徒たちが と も
に課題に取 り 組む こ と に よ っ て， 自 分の学び と お
互いの学びを最大限に高め よ う と す る ， 小グルー
プを活用 した指導方法であ る 。 」 と している。 そ し
て， I 座席 を変 え る だけでは協同学習 と はい えない。
生徒を グループ。に分け， 協同 して取 り 組みな さ い
と 言 う だけでは， 協同 と は呼べない し， 自 然 と 学
びが協同的に な る わけで も ない。 」 と して①互恵的
な協力関係 (肯定的相互依存)②個人の役割責任
③活発な相互交流包社会的技能の訓練⑤グループ
の改善手続き と い う 5 つの基本要素を挙げている。
(2) 学習活動について
杉江 (2001)は学習活動について 3 つの基本仮
定 (人間関係の重視， 動機づけの重視， 一貫性と
統合性の重視) を挙げて次の よ う に述べてい る。
「児童生徒は 自 身の成長 を周 り が本気で願っ てい
る と しザ確信が も てた と き ， そ して 自 身の成長が
相手の支え と なっている と 確かに感 じ る こ と がで
き た と き ， も っ と も う ま く 学習 に動機づ け ら れ
る。」 と し， 1学習指導で大切なのは指導者の活動
ではな く ， 学習者がどれだけの学習活動を行ない，
どれだけの習得を したかである。j と ， 生徒の学習
活動を 中 心 と した指導の在 り 方を挙げてい る。 そ
して， 単に グループ。活動を導入す る た、けで、な く ，
学習者を視点に した課題の工夫が重要である こ と
を説いている。
3 教職専門実習Eでの実践と 結果
県立X高校において国語総合 (現代文) の授業
を 1 年生の3 ク ラ ス で行っ た。 山 田詠美の小説町毎
の方の子』 を教材 と し， 1文章表現か ら主人公の考
え方や心情の変化を読み取る ~作品を ど う 読むか
'""J を単元の 目 標 と した。 グループで考え を交流
し， 自 己の考えを明確にする こ と を 目 指 した。
授業では最初， 主人公が発 した 「私、 哲夫君と
結婚する よ う な気がする な」 と い う 一言に注 目 さ
せた。 その後， 主人公に関する課題を一時間につ
き ー題取 り 上げ， 学習の課題を明確に して授業を
行 っ たo ま た， 最初に個人で考える時間 を設 け ，
そ の後， グループρでの交流を取 り 入れた。 具体的
な指導計画 ( 4 時間) は以下の と お り であ る。
表 1 . 指導計画
単元名 : 文章表現から登場人物の変容 を読み取 る
~ 作品 を どう読むか ~ 国語総合1年
制オ 『海の方の子』 山田詠美
授業計画 (4時間)
1主人公の人物像をま と め る。
2 主人公が取っ た行動の意図について探るo
3主人公のIL，'t育や考え方の変化を読み取る。
4自分が作品を通して感じたこ と を班毎伝え深め合う。
(工夫した，県)
*玉11構成は学力的な分け方をせず座席ご と で分けた。
*学習の課題は授業の際に板書， プリ ン ト を使って説明
する。
*最初に個人で考える時聞 を設けた。
*4時間 目 でのグループ発表におけ る条件
.発表者に対して前の発表者が質問する。
-全員の発表後， 一つの話題について班で深める。
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次に， 実践 したグループ活動に対 する評価及び
具体的な指導の工夫 と ア ンケー ト 結果について分
析する。
(1) 実践 したグループ活動に対する生徒の評価
今回の グルー プ。活動 に 関 し て の評価で 1 1 良
いJ と す る 回答が全体で 81%で、あっ た(図 1)。 こ
の結果を見る と ， 今回の グループでの学習が効果
的にでき ていた と 生徒が評価 している こ と が分か
る。 生徒の感想では 「様々 な交流が出来て よ い と
思 う J 1表現能力の 向上に役立つ」 と しづ意見が あ
り ， 活動が機能的にでき ていた こ と がわかる。 一
方， 「 2 必要ないJ ， 1 3 どち ら と も いえなし \J と す
る 生徒が 19%いた。 その理由 と しては 「個人で考
え る 時間がな く な る J 1班の中で同 じ意見が出たた
め， あま り 自 分のためにな ら なかっ たJ と す る意
見があ っ た。
2必要ない
関3どちらともいえない
図 1 . グループ活動に対する評価
ま た ， グループ。活動に対する評価 と 関連 して，
「グツレーフ。で、の話 し合いに よ っ て考えが深ま っ た
り ， 変わっ た り したかJ と い う 質問に関 しで も 11
かな り 深ま っ たJ 12 深ま っ た」 と 回答 した生徒を
合わせる と 88% も の生徒が深ま っ た と 評価 して
い る こ と がわかる (図 2) 。
1% 
111かなり深まった
�{l2深まった
図3あまり深まらなかった
函4深まらなかった
図 2 . グループ活動によって自分の考えが深
まったり変わったりしましたか
(2) 指導の工夫 と ア ンケー ト 結果
① 学習課題の明確化
今回の実習では， 学習の課題を明確にする こ と
を意識 して授業を組み立てた。 まず， 主人公に注
目 し， 本文に即 し て主人公の何を読み取るのか と
い っ た学習の熟喧を全体で石鶴忍 した。 そ して， グ
ループで情報を交換 し， ま と め る と しづ グループ。
活動の見通 しを示 してか ら グループ。活動に入っ た。
最初に学習の熟題を全員で確認 したのはグループ
活動が活動あ り き で学習がない ものにな ら な い よ
う にする ためである。 各課題 ・ 活動内容を板書，
プ リ ン ト ， 口頭で一時間一題ずつ掲げ， 全体に促
した。 その結果， 大多数の生徒が グループりで、の交
流 を通 して何を考えるのか意識 し， 集中 して取 り
組んでい る様子が見 られた。 A組で、はク 守ループ。毎
の発表を聞いてか ら質問す る 生徒 も お り ， 自 分 自
身の考え と 比較 して， さ ら に考えを深めよ う と し
ていた。 このク ラ ス は全員で熟題に取 り 組も う と
する意識が高 く ， 3 ク ラ スの中でも考えが深ま っ
た と す る 回答が多かっ た (図3) 。 全体で取 り 組む
と い う 課題意識を持ち， グループ。活動に入れ る か
が考え を深めよ う と する意欲に影響 している と い
える。
5% 0% 
幽1かなり深まった
112深まった
関3あまり深まらなかった
園4深まらなかった
図 3 . グループ活動によって自分の考えが深ま
ったり変わったりしましたか ( A組)
② 考えの明確化
今 回 は個人で 自 分の考え を記入す る 時間を設
け た。 そのため、 授業プ リ ン ト は考える上で必要
な情報を抜 き 出さ せる こ と で考えの根拠を示すこ
と ができ る よ う に し， 授業では取 り 組み方の例を
示 した。 グルーフ。で、の発表は， 自 分の考え を持っ
た上で発表順序を決め， 必ず一度は発表する環境
を作っ た。 この活動に よ り ， こ れま で授業中の発
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言に消極的で、あっ た生徒 も 自 分の考えを発言する
こ と ができ た (図 4 ) 。 クツレーフ。活動について消極
的な反応を示 していた生徒も グループ。での話 し合
いで 自 分の考え を述べ， 同 じ班員が印象深かっ た
こ と に取 り 上げている様子が見 られた。 さ ら に，
4 時間 目 では生徒の発表に対 して質問をする よ う
に指示 した。 時間はかかっ ていたが， 自 分の考え
がどの部分を根拠 と しているのか， 本文に即 して
答えよ う と する 姿勢が あ っ た。 全体発表でも生徒
は 自 信を も っ て答えていた。
0% 
関1かなり発言できた
2発言で、きた
磁
図4発言できなかった
図 4 . グループ活動で自分の考えを伝えること
ができましたか
ま た， 学習プ リ ン ト に は 「 自 分の考えJ と 「グ
ループでの情報交流部分J ， I交流の結果J が見え
る よ う な構成 と した。 発表す る 際に 自 分の考えを
確認する と と も に グループでの交流を通 してどの
情報か ら 自 分の考えが変容 したのかを生徒 自 身が
わかる よ う に した。 生徒のプ リ ン ト では， 最初の
読み取 り よ り もさ ら に 自 分の考えを深めている記
述があっ た。 授業後のア ンケー ト で も発言 しやす
かった， 考えを深め る こ と ができ た と する感想が
見 られた (表 2 ) 。
表 2 . 学習プリ ン ト に対する感想
《ア ン ケート》
-自分 と異なる意見 の 中に自分の見解を深めるポイ ン ト が
あっ ていい と 思 っ た。
-グループロで意見 を交流して他の考えも取 り 入れられる の
で よ い と 思う。 自分 と 他人を比較でき る点で良かったo
-人の意見 を聞く と新しい発見 をする こ と が出来て よ り 深
ま っ たのでよかった。
-他の人の意見 と自分の意見 を比較でき て よ い と思う0
.何についてま とめればいいのかわか り やすかった。
・何について話せば よし、かわか り やすかった。
③ 活動内容に関 しての静題 (ア ンケー ト よ り )
生徒のア ンケー ト での感想、を見る と ， r新 しい
発見ができ たJ r今後 も こ う い う 活動があればい
いj と する記述が多かっ た。 グループ。で、の交流を
よ り 機能的にする ための要望や交流時間の延長に
関する感想 (表3) が あ る こ と か ら ， グノレーフ。に
よ る交流が積極的に行われていた と いえる。
表 3 . グループ活動に関する感想
《アンケート》
。活動内容に関して
.し っ か り と 各 々 が自分の考え を も っ てい る な らば と て
もいい活動だと思う
-他の人の意見 を間近で聞けるのはいい と思った
. も っ と 活発に発言できれば よ かっ た
-意見 は発表できたが， 交流 と な る と 難しい
.考えを書いてい ない人は全然書けてい ないか らうまく
話し合いに な ら なかった
-班員の積極性に よ っ て差が出 る
.情報量の差が課題
・真面 目にしない人は他の人の回答在鵜呑みにする
@時間配分に関して
-室温色豊臣 を長くしてほしい
・他の人の考えを聞け る のは良かっ たが3 話の前に もう
少し個人の考えをま とめる時聞 を長く取っ てほしかっ た
.考えが深ま っ た り する が自分でじ っく り 考える時聞が
少なくなる のでそこが欠点だと思う。
4 考察
今 回 の 実践か ら 得 ら れた こ と は次の三点であ
る。 まず， 指導の工夫 と して学習の課題 と 活動の
見通 し を 明確にする こ と が大切であ る こ と が分か
っ たo 次に， グループ活動で交流する には考えた
こ と を発表でき る機会を保障する こ と が必要だ と
い う こ と である。 さ ら に， 学習プ リ ン ト は学習課
題 と 自 己の考え及びその根拠が示 してあ り ， 他者
比較 ・ 自 己比較のでき る 内容 と する こ と が重要で
あ る。
こ の実践によ り ， r課題を全員で考えよ う J r 自
分の考えを深め よ う J と い う 意欲が向上 し， 自 分
の考えを発表す る こ と につながっ た。 考えが明確
に な り ， グツレーフGで、の交流及び、全体で、の発表にお
いて生徒の発言に 自 信が感 じ られた。 表現能力の
向上に効果があ っ た と いえる。 ま た， 取 り 組み方
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の例を提示する こ と で考えを表現 しやす く な っ た。
こ の こ と か ら ， 具体的に例を示すこ と も表現能力
の向上につなが る と いえ る。
ま た 、 今回は一時間につき一つの誌琶を考えた
こ と で集 中 して課題に取 り 組む姿が あ っ た。 さ ら
に学習意欲を保ち、 表現能力の向上を 目 指すには
単元を貫 く 課題を設 け る こ と も必要であ る 。 今回
の実践で考えれば、 作品についての読み取 り マ ッ
プを生徒全員の意見を取 り 入れて単元末に作成す
る などの課題の提示が考え られる。 授業の最初に
提示する こ と で、 各誌喧の重要度が増 し、 表現能
力の向上につなが る と 考える。
時間の確保に関 しては， 学習熟哩 と 活動内容が
わかっ てい る こ と が必須条件だ と いえる。 その う
えで， 個人でま と め る 時間やク ループ活動の時間
配分を考えなればな らない。 生徒がどの程度考え
が ま と ま っ てい る か， ど こ でつまずいてい る かを
教師が把握 し， 交流の際の机間支援 と してどの よ
う に生徒 と かかわ る か検討す る必要がある。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
学習 の 目 的 と グノレーフ。で、の活動 内 容 を 目 で
見 え る 形 に示す こ と に よ り 全体で取 り 組む意
欲につなが り 活動が 円 滑になっ た。 ま た， 発言
機会を設け， 自 分の考えを持ち グループで交流
す る こ と に よ り 表現内容を深め る こ と につ な
が っ たo
(2) 課題
情報を取捨選択 し， その情報を も と に 自 分の考
え を形成す る には学習及びその支援をど う する か
先行論文で分析する。 ま た， グノレーフ。内で、の発表
や交流の仕方 と その時の教師のかかわ り 方につい
て実践例の検討を重ねる。
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